2016年8月1日
学校長殿
英語科担当者殿
ＥＬＥＣ同友会英語教育学会員各位
ＥＬＥＣ同友会英語教育学会会長　本多　敏幸
　　　　　第22回研究大会実行委員長　原田　博子
ＥＬＥＣ同友会英語教育学会　第22回研究大会 (事前案内)
ＥＬＥＣ同友会英語教育学会第22回研究大会を、下記の要領で開催いたします。ぜひご予定いただきますようお願い申し上げます。なお、正式な案内は９月初旬に本学会ホームページ等で発表する予定です。
記

１．期　　日　　2016年10月30日（日）　9:20～17:20
２．会　　場　　拓殖大学文京キャンパス（東京メトロ丸の内線「茗荷谷」駅下車　徒歩３分）
C館5階を中心として （受付はB館1F学生ホール）
３．主　　催　　ＥＬＥＣ同友会英語教育学会

４．参加方法　・事前の参加申し込みは不要です。参加ご希望の方は、当日会場で受付をお願いします。受付は一日を通して行っています。

　　　　　　　・当日に入会（年会費5,000円）の手続きをなさった方は、会員として無料で参加できます。

５．参加費（資料代）　会員　無料　　学生　1,000円　　一般　3,000円

６．大会プログラム（予定。詳細は変更になる可能性があります）
	　9:20　　　　 受付開始

　9:50～10:00　開会行事

 10:00～11:30　講演
 11:30～11:45　会員総会

 11:30～12:30　昼食・協賛企業展示


	 12:30～13:20　研究部会発表Ⅰ

 13:30～14:20　研究部会発表Ⅱ
 14:30～15:20　研究部会発表Ⅲ
 15:35～17:10　ビデオによる公開授業（一般会場）
 15:35～17:20　　　　　同　　　　　（学生会場）

 17:10～17:20　閉会行事
 17:35～19:05　懇親会（学生食堂）


７．内　容
＜午前の部＞

◆講演
タイトル： 「本物の英語力ー英語格差を飛び越える」
講師：鳥飼玖美子（立教大学名誉教授）
司会：吉住 香織（國學院大學）

＜午後の部＞

◆研究部会発表
◇　ライティング研究部会　「第2弾～思考力を促進しながら行うライティング活動」
	書く活動では、学習者は思考力を促進することで、より良い英文を産出できることが期待できる。本研究発表では、実際に学習者が体験した活動とその中で書いた作文例をもとにして、思考力を促進させるための教師の橋渡しや足場掛けの具体的手法を紹介し、その意義を論じる。


　◇　実践研究部会　「内容理解を英語で行うモデル作り」 
	「授業を英語で行うことにした！」「でもどうやって？」「日本語で行う授業をそのまま英語にすればいいの？」「教科書本文の内容理解は？」「文法の解説は？」
実践研究部会では、「英語で行う授業」について検討しています。昨年度は中学校の
教科書本文の内容理解を検討しましたが、本年度は、高校２年生の教科書を使った模擬授業をお見せし、それに対して部会で出てきた意見を報告いたします。


　◇　音声指導研究部会　「音読学研究と実践の結実」 
	　2007年度以来音声指導研究部会で取り組んできた、豊かな音声表現とその指導のための研究分野「音読学」。10年目を迎える今年、音読学研究の道筋を振り返り、形となって結実した様々な教材や表記方式などについてレビューする。研究部員が番組講師をつとめ、音読学の知見をふんだんに盛り込んで作っているNHKラジオ「基礎英語１」の音声表現指導のねらいなど、具体的な成果も紹介予定。毎年恒例の実演を交え、フロアの方々と共に作る研究発表にしたい。


◇　リーディング研究部会　「学習者に「橋渡し推論」を適切に行わせることを目指す「教師発問」を中心とする読解指導の試み‐教師発問の具体的な作成方法、手順、留意点」
	本研究大会では、主に第2言語理解研究などの成果に基づき、教師と生徒の「言語相互作用」に焦点をあてた「授業談話分析研究」を踏まえ、特に、学習者に「橋渡し推論」を効果的且つ適切に行わせることを主な目的とする「教師発問」の具体的な作成方法、手順、留意点に関する試案を提案し、参加者と協議する。


◇　評価研究部会　「定期考査の『読むこと』に関する出題について考える　
～中高教員へのアンケート調査結果をもとに～」
	「定期考査の『読むこと』に関する出題…その目的は？」「既習の教科書本文そのまま出題していいの？」「工夫すべき点は？」「リーディング問題の出題に自信がもてない…」　評価研究部会では、定期考査における「読むこと」の出題についての実態を把握するためにアンケート調査を実施しました。大会ではその分析結果を報告しながら、いわゆる「総合問題」の是非も含めてみなさんと一緒に考えます。


　◇　語彙指導研究部会　「定期試験、小テスト、パフォーマンステストで使いたい語彙問題」　　
	「定期試験、小テスト、パフォーマンステストで使いたい語彙問題」
今年は、部員が使っている語彙問題のうちひとつを取り上げ、そのテストを改良していくことで、生徒達の単語学習もよりよいものになっていくかどうかのプロセスを研究している。大会では、改善されたと思われる、ちょっとユニークな語彙問題をいくつか紹介し、実際に先生方にもお試しいただきながら、よい語彙問題とはどういうものかについて考えていく予定である。


◆ビデオによる公開授業　
授業者：高瀬ひとみ(千代田区立九段中等教育学校)
【一般会場】　解説者：三浦　幸子（都留文科大学）　

司会進行：渓内　　明（文京区立第八中学校）

　【学生会場】　解説者：工藤　洋路（玉川大学）　
司会進行：田島　久士（大田区立糀谷中学校）
